
（様式２）

　 　

　

４　収支の状況（決算ベース）

※財源内訳　（ ①指定管理料のみ　②指定管理料＋利用料金収入　 ③利用料金収入のみ） ※税抜 （単位：千円）

※臨時的経費除く。

(1)利用実績【指標：利用者数・利用件数・稼働率】 （単位：人、件、％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

6,584 6,234 6,946 6,852 7,191 6,543 7,995 7,311 7,499 8,282 6,777 8,089 86,303

7,099 5,982 6,339 7,423 7,270 5,773 7,538 7,844 8,273 7,847 6,038 6,858 84,284

92.7% 104.2% 109.6% 92.3% 98.9% 113.3% 106.1% 93.2% 90.6% 105.5% 112.2% 117.9% 102.4%

(2)利用料金収入 　 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

9,037 5,184 7,981 8,488 7,745 6,881 12,056 9,826 10,893 10,547 4,069 10,072 102,779

10,729 4,124 4,339 6,380 7,014 4,472 12,088 11,472 15,205 13,088 3,574 4,677 97,162

84.2% 125.7% 183.9% 133.0% 110.4% 153.9% 99.7% 85.7% 71.6% 80.6% 113.9% 215.4% 105.8%

※１～３、５：所管課記入・４、６：指定管理者記入

令和 ４年度(A)

令和 ３年度(B)

(A)／(B)

温泉宿泊施設の管理運営

６　利用実績等

令和 ４年度(A)

令和 ３年度(B)

(A)／(B)

　 　 収支差引（①－②） -23,776 -27,036

５　指定管理者の業務内容

31,737 35,652

収入合計　① 141,888 147,857 支出合計　② 165,664 174,893

133,927 139,241

利用料金収入 97,162 102,779 事業費 0 0収入

指定管理料 44,726 44,726

支出

維持管理費

その他 0 352 その他

項目／年度 令和 3年度 令和 4年度 項目／年度 令和 3年度 令和 4年度

３　指定期間・選定方法

指定期間 　令和４年　４月　１日　～　令和　９年　３月３１日　（５年間）

選定方法 　公募　（応募者数：１　）　・　 非公募　（随意指定）

利用料金 仙北市西木温泉ふれあいプラザクリオン条例に基づく

施設名 西木温泉ふれあいプラザ クリオン 施設の所在地 秋田県仙北市西木町門屋字屋敷田８３－２

２　施設の概要

設置年月 令和4年9月1日 根拠条例等 仙北市西木温泉ふれあいプラザクリオン条例

公の施設の指定管理者制度導入施設の管理運営状況調書【対象年度：令和 ４年度】

所管部・課 市民福祉部 長寿支援課

指定管理者 株式会社 おもてなしせんぼく

１　施設名等

設置目的 市民の心身の保養及び健康増進を図り、併せて地域文化の発展に寄与するため、西木温泉ふれあいプラザクリオンを設置する。

施設内容 大浴場（サウナ付）・小浴場・宿泊用客室・湯治用客室・大広間・多目的ホール（電動椅子付）・レストラン（２ヵ所）・温泉プール



７　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価記入）

評価 評価

〈指定管理者評価区分〉 〈所管課評価区分〉

Ａ：仕様書等の内容を上回る成果であった。 Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われた。

Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果であった。 Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われた。

C：仕様書等の内容を下回る項目があった。 C：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。

D：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項があった。 D：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

８　制度の効果及び施設管理運営の課題

※７～８：指定管理者及び所管課記入

施設の管理
運営の課題

施設のバリアフリー化、客室以外のトイレの洋式化、車椅子用
トイレの施設整備が必要。施設内の給水、暖房関連の配管の
漏水対策。施設内の照明のLED化。施設周りの敷地､駐車場
等を含めた環境整備。客室、宴会場等の冷暖房機器の更新。

　施設整備については、これまで計画的に実施してき
たが、市の指定管理者施設全体の運営を見直してい
くなかで、管理運営していく方針である。

項　目 指　定　管　理　者 所　管　課

制度の効果

お客様の目線にたった対応がスムーズにとれ、利用されてい
るお客様の評価、信頼も上がっている。地元のお客様の利用
が増えている。

　利用者が身近で利用しやすい施設として、目的・
ニーズを把握して利用者維持を図るとともに、今後も
引き続きプールを活用した企画立案による「健康管
理を目的とした利用者」の開拓を図ることを期待す
る。

今年度の取組
（令和 ４年度）

お客様の安全・安心・清潔を基本とし、地域の人々に
信頼され、親しみをもって利用していただける明るい
雰囲気の施設づくりに務めた。令和4年9月の合併に
より、営業体制作り、他施設との連携強化等を図っ
た。

　感染症対策を徹底したうえで、今後も引き
続き子供から高齢者まで幅広く楽しめる施
設としてクリオンの魅力を県内外に広く発信
し、誘客・売上げの向上に努められたい。

総合評価
おおむね協定書等に基づいた管理運営を実施でき
た。 B

　概ね仕様書等の内容どおり適正な管理が
行われたものと確認する。 B

職員・管理体
制

事業計画書に基づいた職員配置及び管理を行った。 B
　適切な人員を適材適所に配置されている
ことが認められる。 B

収支状況
令和4年度も昨年度と同様に新型コロナウイルス感
染拡大による影響も受けたが、回復基調になってき
たがコロナ禍以前の状況までは至っていない。

C

　概ね各部門が昨年度と比較してプラスと
なっているため経営努力は認められるが、
コロナ禍以前の状況までは至っていないた
め、計画よりも減となっている。

C

利用者サービ
ス向上の取組

利用者アンケートを実施し、お客様の声を把握し、ま
た要望を直接聞くなどして速やかな対応に努めた。 B

　宿泊プラン、レストランメニュー等の企画開
発に努力が認められる。 B

自主事業
年間営業計画を作り計画通り行った。
（社内イベントに関してはコロナ禍により開催をすべ
て中止した）

B
　営業計画のとおり実施されている。
（コロナ禍により社内イベントは中止） B

施設の目的に
沿った管理運
営

協定書、仕様書及び事業計画に基づいた管理運営
を実施できた。 B

　協定書、仕様書及び事業計画に基づいた
管理運営を実施したと認められる。 B

平等な利用の
確保

地域内外の利用者にかかわらず平等な対応、サービ
スを行った。 B

　入浴利用者、宿泊利用者、宴会利用者等
の設定など平等に行われている。 B

※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

項　目 指　定　管　理　者 所　管　課


